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会社概要
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IHIは「技術をもって社会の発展に貢献する」という経営理念のもと、

今後もものづくり技術を中核とするエンジニアリング力で

世界的なエネルギー需要の増加、都市化と産業化、移動・輸送の効率化

などの社会課題の解決に貢献していきます。

社名 株式会社IHI ／IHI Corporation
本社所在地 東京都江東区豊洲三丁目1-1 豊洲IHIビル
代表取締役社長 井手 博
創業 嘉永6年（1853年）12月5日
設立 明治22年（1889年）1月17日
資本金 1,071億円
連結売上 11,129億円（2021年3月期）
従業員数 7,796名（連結対象人員：29,149名）・・・2021年3月末
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経営理念・IHIグループビジョン
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4つの事業領域
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航空，宇宙，防衛 社会基盤，海洋

資源，エネルギー，環境

産業システム，汎用機械
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持続可能な社会に求められる新たな価値を創造する

産業システム・汎用機械

資源・エネルギー・環境 社会基盤・海洋

航空・宇宙・防衛

お客さまと共にオペレーションの最適化を
ライフサイクルで徹底追求することにより

産業インフラの発展に貢献する

橋梁・トンネルを軸に安全・安心な
社会インフラの実現にグローバルかつ
ライフサイクルにわたり貢献する

先進技術により，航空輸送，防衛システム
および宇宙利用の未来を切り拓き，
豊かで安全な社会の実現に貢献する

地域・お客さまごとに最適な
総合ソリューションを提供することにより

“脱CO2・循環型社会”に貢献する

事業共通の目標

IHIグループの目指す方向性
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IHIのグループの目指す方向性
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https://www.ihi.co.jp/ihi/all_news/pdf/project-change2020.pdf

成長事業の再定義 プロジェクトChangeでの取組み

IHIはカーボンソリューションを
成長事業を創出する柱と定めました

カーボンソリューション
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産業システム・汎用機械事業領域

副事業領域長
　土田剛
　鬼束和宏
　秋元潤
　桑田知之

　事業領域長
　取締役
　常務執行役員
　　茂垣康弘

航空・宇宙・防衛事業領域

　事業領域長
　常務執行役員
　　盛田英夫
　＊6月の株主総会後に
　　取締役に就任

副事業領域長
　藤村哲司
　森田昭彦
　牧野隆

副事業領域長
　伊東章雄
　石原進

カーボンソリューション

担当

技術開発センター

人事部

調達センター

①カーボン
   ソリューションSBU

秘書部
②原子力SBU

ソリューション
統括本部

高度情報マネジメント
統括本部

グローバル・営業
統括本部

法務部

総務部

調達企画本部

プロジェクトリスク
マネジメント部

財務部

ものづくりシステム
戦略本部

②橋梁・水門SBU

③コンクリート建材SBU

社会基盤・海洋事業領域

　事業領域長
　取締役
　常務執行役員
　　川上剛司

④シールドシステムSBU

⑤回転機械SBU
ＩＨＩ回転機械

エンジニアリング

⑥物流・産業システム
　SBU

ＩＨＩ物流産業システム

⑤交通システムSBU 新潟トランシス

②熱・表面処理SBU

③パーキングSBU IHI運搬機械

④運搬機械SBU IHI運搬機械

①車両過給機SBU

横浜工場

③アジア拠点EPC SBU Jurong Engineering Limited

コーポレート
コミュニケーション部

④原動機SBU ＩＨＩ原動機

資源・エネルギー・環境事業領域

　事業領域長
　執行役員
　　武田孝治

副事業領域長
　小澤幸久
　山本建介
　赤松真生

相生工場，IHIプラント

ＪＩＭテクノロジー

中国統括

技術開発本部

経営企画部

①都市開発SBU

瑞穂工場・呉第二工場・

相馬第一工場・相馬第二工場・

鶴ヶ島工場・横浜製造部

IHIインフラシステム

ＩＨＩ建材工業

代表取締役会長　　　　　　満岡次郎

代表取締役社長
最高経営責任者（CEO）　　井手博

生産センター

電動化担当

国内支社・営業所
海外支店・事務所
米州統括
アジア太洋州統括

防衛システム事業部

民間エンジン事業部

宇宙開発事業推進部

戦略技術統括本部 内部監査部

スマートワーク推進部

企画調査部

戦略技術
プロジェクト部
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事業領域横断で面的に事業化に資する
技術開発や投融資活動等を統括

反応・伝熱・流体等の
研究開発

カーボンソリューションの
実働部隊

全社組織図
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IHIグループにおけるカーボンソリューション取り組み
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資源・エネルギー・環境事業領域

資源・エネルギー・環境事業領域

資源・エネルギー・環境事業領域

アンモニアバリューチェーン早期確立を目指して，
国内外企業と共同開発を推進，規格策定に参画

再生可能エネルギー利用の最適制御

豪州コーガン水素実証プロジェクト

石炭・アンモニア混焼時火炎 2MW級アンモニア混焼ガスタービン

メタン・オレフィン・e-fuelに続くCO2由来の
高付加価値物質の探索

燃料電池パワートレイン

メタン・オレフィン・e-fuel変換

水素製造

化学吸収
CO2回収

燃料電池システム向け電動ターボチャージャー（ETC）
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IHIのカーボンソリューション事業

カーボンリサイクル

バイオマス水素・アンモニア

エネマネ（Power to X）

地方・離島 資源輸出国

資源消費国
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CNMバリューチェーン確立に向けた様々な知見での貢献
(CNM：カーボンニュートラルメタン)

熱調設備
・付臭設備

LPG

ガスホルダLNG
タンク

LNG
タンク

LNG
気化器輸送タンカー

液化
プラント

ガス
前処理設備ガス田

コンビナート
工業地帯

発電等 一般消費地・都市部

大型リアクタ (Shell & Tube)
最大実績容量 275kt/y (EO)

プラントエンジニアリング
再エネ水素製造

エネルギーマネージメント

メタネーション設備CO2回収設備

LNG船(SPB船)

蓄電池システム

LNGタンク／ターミナル

CNM

再エネ
水素製造

既存のLNGインフラ

CO2を日本から輸送

CO2

メタネーション メタネーション

CO2

再エネ水素製
造

CNM

CO2

再エネ水素製造

メタネーション

CNM



IHIの技術開発
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合成メタン 燃料としての特性
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メタネーション反応の特徴
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メタネーション触媒の開発

開発の課題

高温で金属のシンタリング（焼結）

炭素析出

S分等による触媒被毒

触媒活性 と ロバスト性の両立

触媒
活性

ｼﾝﾀﾘﾝｸﾞ

炭素析出 被毒

2
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メタネーション触媒の熱的安定性

IHI－ICES
メタネーション触媒

比較触媒
Ni系メタネーション
触媒
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メタネーション触媒の被毒に対する耐性
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メタネーション触媒の安定性評価
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メタネーションリアクタの開発

反応器
型式

熱交換型 断熱型(リサイクル)

方式

熱媒(水・蒸気・オイル・溶融塩等)を用い
て、積極的に熱交換を行い、除熱すること
で、反応温度を一定に保つ。

反応器に熱交換機能はなく、入口ガス濃
度・温度により反応温度を制御する。

温度制御のため、製造ガスをリサイクルする。

概念
フロー

内部構造
複雑

(例:プレート型、Shell & Tube)
シンプル

(例：固定床)

性能
高

出口温度が低い⇒平衡上有利
低

出口温度が高い⇒平衡上不利

H2

CO2

CH4+H2O

熱交換器

反応器

H2

CO2

CH4+H2O

反応器

コンプレッサ

必要とする容量や各種制約条件を考慮の上，最適な反応プロセスを選択する。
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メタネーションプラントの検討：熱エネルギマネジメント

CO2含有排ガス

CO2濃度
12～15%

CO2 除去排ガス

CO2濃度2%以下

再生した
吸収液

熱交換

CO2を吸収した
吸収液

吸収液の加熱・再生

→ 再生エネルギー
所要量が全コスト
の半分程度

40～60℃ 100～120 ℃吸収塔 放散塔

充填材
充填材

炭化水素化合物

300～350 ℃

有価転化反応器

回収した熱を回収CO2ガスの加温とCO2

回収工程の放散塔の加温に利用

回収CO2

CO2濃度
99%以上

発熱反応である炭化水素製造工程での熱を，CO2回収装置での放散
工程に利用することにより，運転コストの低減が可能となる。

CO2回収装置
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大型化

～数百Nm3/h 数万Nm3/h

2030

1.2Nm3-CH4/h反応装置
（IHI横浜事業所）

0.05Nm3-CH4/h反応装置
（ICES@シンガポール）

12.5Nm3-CH4/h反応装置
（SIGC水素研究棟）

No. メタン合成量 目的 設置場所 備考

1 0.05Nm3/h
触媒開発

パラメータ特性把握
シンガポール共同研究先 試験完了

2 1.2Nm3/h
スケールアップ

触媒反応器性能確認
IHI横浜事業所 試験完了

3 12.5Nm3/h
スケールアップ

触媒反応器性能確認
システム運用特性把握

そうまIHIグリーンエネルギーセンター
（SIGC）

試験完了

ラボ
フィールド

ベンチ

実証

メタン生成量
(Nm3/h) ～0.05 ～1.2 ～12

～2018 2019 2020

メタネーションプロセスのスケールアップ
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メタネーションプラントの検討：海外大型プラント

以下の設備で構成
 発電設備
 H2源設備
 CO2源設備
 メタン製造設備
 ユーティリティ設備（海水淡水化）

課題は再エネ水素製造コスト

既存LNGプラントの設備
を最大限利用



ケーススタディ／抽出課題
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ケース 設置場所 メリット 課題

1 ガス田・LNGプラン
ト近傍

 大規模な水素（再エネ）供給源
の確保が比較的容易

 水素製造コスト（再エネ発電コスト）
 大規模化した場合のCO2の確保
 CO2削減実績（クレジット）計上

2 LNG受入基地近
傍

 付臭・熱量調整設備があり，都市
ガス導管を通した合成メタン供給が
容易

 水素（再エネ）・CO2の確保
 出力制限対象となった余剰再エネ電力の利用（系統

経由では利用不可）

3 各種工場
（CO2排出源）

 CO2排出量を直接削減可能
 都市ガス利用設備の改造・リプレー

スが不要

 水素（再エネ）の確保
 余剰再エネ電力の利用（ケース２に同じ）
 都市ガスと合成メタンの熱量差
 副生水素利用の場合の環境価値

メタネーションプラントの適用箇所
LNGバリューチェーン・都市ガス導管網といった既存インフラを最大限利用。
CO2・水素（再エネ）供給源，LNG・都市ガスインフラへのアクセスの容易さから，メタネーションプラント
の適用箇所として以下の３ケースが考えられる。

ケース1 ケース2 ケース3

熱調設備
・付臭設備

LPG

ガスホルダLNG
タンク

LNG
タンク

LNG
気化器輸送タンカー

液化
プラント

ガス
前処理設備ガス田

コンビナート
工業地帯

発電等 一般消費地・都市部

CNM

再エネ
水素製造

既存のLNGインフラ

CO2を日本から輸送

CO2

メタネーション メタネーション

CO2

再エネ水素製造CNM

CO2

再エネ水素製造

メタネーション

CNM

Copyright © 2021 IHI Corporation All Rights Reserved.
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メタネーション社会実装に際する制度面の課題

1. カーボンニュートラルメタンの環境価値

2. 海外で製造したカーボンニュートラルメタン使用においてのCO2削減実績計上

3. 出力制限対象となった余剰再エネ電力の利用

4. 副生水素利用の場合の環境価値

5. 都市ガスと合成メタンの熱量差（導管注入のための熱量調整）

6. カーボンニュートラルメタンのイメージ戦略
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メタネーション社会実装に際する制度面の課題

合成メタン＝カーボンニュートラルメタンに，環境価値が付加され取引も可能になれば，メタネーション導入
促進に資すると考える。
例）既存の環境価値取引：Jクレジット，非化石証明等々

１．カーボンニュートラルメタンの環境価値

ケース1

熱調設備
・付臭設備

LPG

ガスホルダLNG
タンク

LNG
タンク

LNG
気化器輸送タンカー

液化
プラント

ガス
前処理設備ガス田

コンビナート
工業地帯

一般消費地・都市部

CNM

再エネ
水素製造

既存のLNGインフラ
CO2

メタネーション

CO2

CO2

CO2の回収は海外
でなされる。

日本ではCO2

が排出される。

地球規模で見ればカーボンニュートラル。
ケース１の合成メタンが，カーボンニュートラル
であると認められるために必要な制度は？

海外で回収したCO2を日本で排出する場合でも，日本において実質CO2ゼロエミッションと認められる制度
設計が必要。

２．海外で製造したカーボンニュートラルメタン使用においてのCO2削減実績計上
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メタネーション社会実装における最大の課題は，原料たる水素コストの低減である。
ケース２，ケース３においては，その現実的な解として，「メタネーションを既存の電力需要で消費しきれない
余剰再エネ電力の受け皿の１つとして位置づける」ことが考えられる。
出力制限を受けた再エネは，相対取引が成立していたとしても系統経由では受け取れない。

Copyright © 2021 IHI Corporation All Rights Reserved.

メタネーション社会実装に際する制度面の課題

３．出力制限対象となった余剰再エネ電力の利用

ケース2 ケース3

熱調設備
・付臭設備

LPG

ガスホルダLNG
タンク

LNG
気化器

コンビナート
工業地帯

発電等 一般消費地・都市部

既存の都市ガスインフラ

メタネーション

CO2

再エネ水素製造CNM

CO2

再エネ水素製造

メタネーション

CNM

相対取引等での需要先がある
場合に限り出力抑制の対象外
とならないか。

再エネ電力供給

電力系統

再エネ発電所
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ケース３では，化学プロセスから発生する未利用の副生水素を利用する場合も考えられる。
この場合についても合成メタンをカーボンニュートラルメタンと扱えると，利用促進に資すると考える。
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メタネーション社会実装に際する制度面の課題

熱調設備
・付臭設備

LPG

ガスホルダLNG
タンク

LNG
気化器

コンビナート
工業地帯

一般消費地・都市部

既存の都市ガスインフラ

CO2

再エネ水素製造

メタネーション

CNM

熱量調整の必要性

自家消費

導管注入

副生水素 副生水素利用の
合成メタンはCNM
として扱えるか。

４．副生水素利用の場合の環境価値

ケース３では合成メタンの自家消費による既存都市ガス利用設備のカーボンニュートラル化が考えられる。
他方，ケース２のようなLNG受入基地以外においても，合成メタンをカーボンニュートラルメタンとして都市ガ
ス導管に注入するニーズは存在すると考える。
合成メタンの熱量は現在の都市ガスの熱量との間ではその差が生じる。今後、合成メタンの導入量が増える
際には、コスト負担や熱量調整の取り扱いについて検討も必要と考える。

５．都市ガスと合成メタンの熱量差（導管注入のための熱量調整）

カーボンニュートラルメタンの社会的認知を高めるイメージ戦略が必要（環境価値を感じるネーミング等々）

６．カーボンニュートラルメタンのイメージ戦略

ケース3



関連実績のご紹介
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メタネーション適用事例 ~適用箇所ケース3~
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2021/08/31プレスリリース
 飲料大手のアサヒグループホールディングス株式会社の

独立研究子会社であるアサヒクオリティーアンドイノ
ベーションズ株式会社へ，メタネーション装置を納入
（IHIとして初のメタネーション装置納入となる）

 本装置はアサヒグループ研究開発センター内に設置さ
れ，同センター内で回収されたCO2を用いたメタネー
ション実証実験に利用

 お客さまは工場内のカーボンリサイクルに向けて，国内
食品企業では初の採用。

アサヒグループ研究開発センター内に設置した
メタネーション装置

メタネーションの合成フローとIHI納入範囲

https://www.ihi.co.jp/ihi/all_news/2021/resources_energy_environment/20210831.html

IHIホームページ

https://www.asahigroup-holdings.com/pressroom/2021/0831.html

・アサヒグループホールディングス社
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そうまＩＨＩグリーンエネルギーセンター

災害対応事業
復興交流支援センターへ専用回線
で非常時に燃料電池電力を供給

下水汚泥乾燥設備

下水処理場

太陽光電力
(特定送配電事業）

燃料電池電力

そうまIHIグリーンエネルギーセンター
(SIGC：Soma IHI Green Energy Center)

相馬市光陽2丁目 相馬中核工業団地 (東地区)

広さ： 約 54,000m2

系統連系盤 既設系統受電点
（逆潮流無し）

既設系統

自営線

 スマコミ事業の推進拠点
 開所後の視察者数は1,400人

を突破(2021年3月31日時点)

クリーンセンター
（ごみ焼却場）

太陽光発電設備
1,600kW

そうまラボ

自営線

自営線
(特定送配電事業)
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水素研究棟「そうまラボ」

2020年9月 水素研究棟「そうまラボ」開所
＜太陽光発電電力の地産地消の実現＞＜地域振興・発展に寄与すること＞を目的とした
そうまIHIグリーンエネルギーセンター内に開所

【水素先進利用研究に適した研究インフラ】
 水素製造・利用も含めた形で，再生可能エネルギーの有効利用技術を実証
 水素供給インフラが整備され，長時間の水素関連実証試験が可能に

【オープンイノベーション／地域貢献】
 水素関連の研究を，国内外の研究機関・企業と共同で行える場を提供することにより，研究

者等の交流人口増加や地域活性化を期待
 水素等の科学・エネルギーを身近な存在にするための活動の取り組み

→ 地域の学校や企業との連携による体験学習の場を提供

IHIの水素関連研究開発候補（例）

バイオマス

太陽光 水電解

ガス化

水

水素の効率的製造技術 水素キャリアへの変換技術 水素キャリア利用技術

触媒反応器水素

水素

窒素

アンモニア

発電

産業用
ガス

都市
ガス
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実証試験装置：水素製造設備

水素貯蔵タンク
（400Nm3）

PEM型水電解装置
（30m3/h水素製造）

アルカリ型水電解装置
（25m3/h水素製造）
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実証試験装置：メタネーション装置

• そうまラボに12.5Nm3/hのメタネーション実証試験装置を設置。
• 2020年12月14日には，（一社）日本ガス協会ならびに大手ガス会社
• （東京ガス，大阪ガス，東邦ガス，西部ガス，広島ガス）の皆様がご来訪。

SIGCそうまラボ
（水素研究棟）

制御盤

オイル循環装置

反応器（二段）

ガス調整
ユニット実証試験装置

（そうまラボ大セル内）



ご清聴ありがとうございました。


